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1.本論文の背景と目的 
 鍼業は日本において江戸時代より視覚障害者の職業として根付いており、現在、障害の

有無に関わらず国家試験によって資格が与えられている。しかし、韓国では現在、視覚障

害者が鍼師として活躍できる制度が整備されていない。日本の占領時代に、鍼業が視覚障

害者の職業として導入され視覚障害者が鍼業に従事できたが、日本軍の引き上げという政

治状勢の変化に伴い鍼師制度が廃止された。その後、視覚障害者のたえまない復活運動に

も関わらず、鍼師制度は未だに確立されていない。こうした韓国における鍼師制度の未整

備には、以下の２つの要素が関係していることと推察される。 
①治療を受ける側の一般人の意識が視覚障害者の施術能力に対して否定的であること。 
②視覚障害者の鍼師としての能力が客観的・科学的に証明されていないこと。 
つまり、韓国社会の人々の視覚障害者に対する意識と、実際の視覚障害者の施術能力との

隔たりが存在し、このずれを修正するための現実的な手がかりが必要であると考える。 
 これまで、視覚障害者に対する一般人の意識については議論されており、視覚障害者の

社会参加という観点からの職業教育の一環として鍼師制度や歴史についての研究はなされ

ている。また、患者の治療に取り組む鍼師に必要な基本的な資質や有様については鍼灸の

教育や臨床分野において議論されている。しかしながら、視覚障害者が鍼施術を行うにあ

たり、どのような課題があり、その課題は改善可能であるか否かについての研究はなされ

ておらず、さらに、鍼師の施術のどのような行動内容に施術上の課題が存在するのかにつ

いては検討されていない。 
 そこで、本論文では、視覚障害者の鍼施術における課題の実態を明確にし、その改善の

可能性を検証することを目的に、以下の２つの方法で検討を行った。 
①一般人の意識を調べ、人々が視覚障害鍼師に抱く不安とは何であるかを韓国および日本

において明らかにする。 
②視覚障害鍼師に対する一般人の否定要因、すなわち、不安要素が、実際に視覚障害のあ

る鍼師に存在するのか否か、もし、存在するのならそれは改善可能であるか否かを明示す

る。 
 これにより、人々に、視覚障害鍼師の施術能力に関する正しい情報を提供することで、

将来韓国の鍼師制度の整備への一助となることを目指している。 
 
 
2.研究の構成 
 視覚障害鍼師が施術を行うことに施術上の問題がないことを確認するために、以下の構



成図に示した仮説を基に研究を行った。 
 

 

 
3.問題の所在 
 治療を受ける側の一般人の意識の中に視覚障害鍼師の施術に対してどのようなイメージ

が存在するのかを明らかにするために２つのイメージ調査を行った。 
 第１の調査では、韓国人 255名と日本人 256名から、視覚障害者が鍼施術を行うことに
ついてどのようなイメージを抱いているのかについて回答を得た。その結果、特に、韓国

において、視覚障害鍼師に受療経験のない人の 30%が、視覚障害者の鍼施術に対して不安
を抱いていた（p<.01）。日本では、視覚障害鍼師に受療経験のない人の 17％が視覚障害鍼
師の施術に不安を持っていた。 
 第２の調査では、鍼師制度が整備されている日本において、183名を対象に、視覚障害鍼
師に抱く不安がどのようなものなのかを調べた。その結果、視覚障害鍼師の施術に対して、

特に、衛生面に関する不安が目立ち、その内容は、「人の援助なしに衛生管理ができない」

（41％）、「手が清潔であるか気になる」（27％）などであった。 
 
4.衛生操作の客観化システムの確立 

 以上で確認された衛生面の不安に着目し、視覚障害鍼師の施術の実態把握を目的に、衛

生上の課題の有無を客観化する行動観察手法を検討した。資格取得後５年以上の経験のあ

る視覚障害鍼師３名の標準的施術場面（３名×３回）を題材にし、記録手法、分析手法、

観察手法を組み合わせることで、衛生操作の観点からチェックすべき内容を検討した。こ

のときの施術部位は、肩、腰、足のツボに設定し、a.肩（肩外兪）・腰（腎兪）、b.肩（肺

兪）・足（承筋）、c.腰（志室）・足（承山）とした。その結果、衛生操作の観点から施術中



の施術者の動きと手指の接触の有無を最も正確にかつ客観的に判断するためには、８つの

視点からの同時観察が必要であることが明らかになった。そこで、８台のビデオカメラを

用いて、施術中の行動を記録する装置を考案し、衛生操作を行動観察によって客観化する

記録手法とした。 

 また、記録した８つのビデオ映像の分析について検討した結果、分析要素である施術者

の両手の動き等の施術操作間の因果関係を分析するためには、複数の映像を同時観察する

必要がある反面、一人の観察者が同時に観察可能な映像も考慮する必要があることが分か

った。そこで、これらの考慮点を勘案し、４つの映像を画面分割器によって同時提示する

ことにした。さらに、個々の衛生操作の分析と因果関係の分析を行うために、事象見本法

によるミクロ的観察手法を用いた。 

 

この衛生操作の客観化手法によって記録した VTR を、衛生学・公衆衛生学専門家１名と

鍼灸教育専門家１名にみてもらい、衛生上どのような問題が存在するのかについて、その

内容を列挙してもらった。その結果、視覚障害鍼師は「手指消毒済みの手で、非消毒野へ

接触する」、「手指消毒していない手で、消毒野に接触する」、「１枚の酒精綿で何回も清拭

する」という指摘がなされており、触察による手指の清潔保持に関する指摘が多かった。 

 

 次に、専門家の評価内容を基に、衛生チェックリストを作成した。ビデオ内容に関する

専門的知識をもたず、観察方法について十分な説明をうけた３名に、衛生チェックリスト

に基づいてビデオ内容のミクロ的観察を行ってもらい、事象見本法による分析を行った。

その結果、視覚障害鍼師は、施術において、触察による確認が多く見られ、消毒野と非消

毒野との行き来が顕著であることが明らかとなった。一方、術野消毒においては、視覚障

害鍼師は３名とも押手の接触範囲を含む広い範囲を消毒していたものの、同一の酒精綿で

複数回清拭していた。また、施術手順に応じて手指の衛生保持の因果関係を分析した結果、

刺鍼時に手指衛生が保たれた施術者はいなかった。この問題が視覚障害鍼師特有の問題で

あるかを確認するために、同人数の晴眼鍼師との比較を行った。その結果、晴眼鍼師には

触察による確認がほとんど認められなかったものの、刺鍼までの施術手順による手指の衛

生保持の因果関係を分析した結果は、視覚障害者と同様、全員の手指の衛生が保持されて

いなかった。これは、鍼施術の特徴上、視覚障害の有無に関わらず、刺鍼前に二度以上触

察を行う必要があるため、適切な施術手順なしでは衛生保持に問題を引き起こす可能性が

あることが示唆された。 

 

5.衛生的施術方法の確立 

 以上の実験結果から、視覚障害者が衛生的な施術を行うには適切な施術手順と、適切な

触察の方法の確立が必要であることが明らかとなった。そこで、衛生的施術を促すための

教育プログラムを試作し、視覚障害鍼師の施術における衛生的問題の払拭の可能性を検討

した。教育プログラムの作成にあたっては、①刺鍼時の術野の清潔保持、②刺鍼時の手指



の清潔保持、③術野の清拭酒精綿の 1 回使用、④押手接触を含む広い範囲の術野消毒、を

基準とした。 

これらの基準を遂行するために、①合理的な施術手順（施術行動の順序）、②より大きいサ

イズの酒精綿の使用、③適切な触察法の確立、の３つの手順を提案した。なかでも、３つ

目の適切な触察法の確立については、さらに、以下の２つの基準を設けた。 

①消毒野の確認の際は、手掌・指腹を使用する。 

②非消毒野の確認は手指背を使用する。 

 この衛生施術方法を同一の視覚障害鍼師３名にフィードバックし、方法を教示し、手順

の実現可能性を検討した。同様に、非専門家３名にチェックしてもらい、事象の因果関係

によって、刺鍼までの衛生保持状態を分析した結果、全ての施術者において、適切な手指

の使い分けと衛生的な刺鍼を確認できた。これにより、視覚障害者であっても適切な衛生

教育を受けていれば、衛生面において安全性の高い施術を遂行可能であることが明らかと

なった。また、晴眼者といえども、衛生操作に関する適切な手順を習得する必要があり、

このことからも、視覚障害の有無に関わらず、施術における正しい衛生教育が必要である

と思われる。 

 

6.本研究のまとめと今後の課題 

 今回、視覚障害鍼師の施術における課題を把握・検証し、その解決の可能性を検討した

結果、以下のことが明らかとなった。 

①視覚障害鍼師からの受療経験のない韓国人の 30%が視覚障害鍼師に受療するのに不安を

感じていたこと。 

②日本の一般人の 27%は、視覚障害鍼師の施術に対して、いろいろなことを触って確かめる

ので、手が清潔であるか気になると思っていること。 

③視覚障害鍼師は施術において触察行動が顕著であったこと。 

④しかし、視覚障害鍼師の施術の衛生操作は晴眼鍼師のそれに、決して劣らなかったこと。 

⑤衛生施術方法の提示により、視覚障害鍼師の施術は衛生的な施術となったこと。 

⑥視覚障害鍼師の施術は適切な施術手順の導入によりその改善が可能であること。 

 以上、一連の研究、すなわち視覚障害鍼師の施術における課題の抽出、課題の検証、そ

の解決策の構築により、視覚障害鍼師の衛生的施術方法を提示し、その効果をはかること

ができた。 

 今後の課題としては、以下の２つの側面からの検討が必要である。 

①視覚障害鍼師の鍼施術については、臨床教育において、衛生面における適切、かつ具体

的な施術プログラムを構築するとともに、衛生教育を鍼の臨床教育に位置づけること。 

②一般人に対しては、各種の教育機関、および社会的な啓発活動等を通して、視覚障害者

とその職業活動に関する正確な情報を提供することにより、視覚障害者の能力とその職業

上の適正について、正しい理解と正当な評価がなされることをねらった、教育プログラム

が用意されること。 


